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Ⅰ 委託業務の概要 

１ 業務名称 

駒岡清掃工場４分析計点検整備業務 

２ 業務内容 

本委託業務は、当該施設に設置されている１号炉及び２号炉の 

各４分析計について、年間を通じ円滑に稼動させ、その機能を保 

持するための点検整備を行うものである。 

３ 履行期限  

契約日から令和５年３月 28 日まで 

なお、各整備はⅡ3(2)に示す焼却炉停止期間内に実施すること。 

４ 履行場所 

札幌市南区真駒内 602 番地 

札幌市駒岡清掃工場 

５ 設備概要 

４分析計  

型式：ZSULCCE3-CFCF1-YYN7712-A3AOAA-M3GH-Z (富士電機製) 2 台 

６ 業務範囲 

点検整備内容書及び図面のとおり。 

  ７ 再委託について 

    契約書に規定する「主たる部分」とは、次に掲げるものをいい、受託

者は、これを再委託することはできない。 

   （１）総合的な業務履行計画及び進捗管理 

   （２）整備手法の決定及び技術的判断 

    なお、前述の「主たる部分」以外については、専門業者等への再委託

を可能とするが、再委託する業務範囲および選考する業者について、事

前に施設管理担当者の承諾を得ること。 

    また、受託者は、業務全体の品質・安全確保ため、委託者との協議、

他工事との調整、履行計画、工程管理、品質管理、安全管理、再委託業

者の調整・指導監督等全ての面において、主体的な役割を果たすことと

し、作業中は常に業務責任者が指揮・監督等の業務を行うこと。 

  ８ 用語の定義 
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    本仕様書で用いる用語は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、平成 

30 年版建築保全業務共通仕様書による。 

Ⅱ 一般事項 

１ 提出図書 

(１) 業務着手時に提出するもの 

ア 業務着手届           １部 

契約後、業務に着手した時は直ちに届け出ること。 

（注 1）着手届けの余白部分に労働基準監督署からの「労働保険 

関係成立の証」受領印があること。または、契約日から遡及し 

て１年以内の受付及び受領印が押印されている保険関係成立届、 

年度更新申告書等の法定様式控え等を添付すること。なお、上 

記保険成立印取得に時間を要する場合は、「労働者災害補償保険 

関係成立証明書」を後日提出することも認めるが、その間現場 

での実作業は行えない。 

イ 業務責任者指定通知書      １部 

ウ 業務責任者経歴書        １部 

エ 業務日程表           １部 

(２) 業務完了時に提出するもの 

ア 業務報告書           ２部 

交換及び検査等に使用する測定機器等については、検査成績 

書及び校正履歴などの管理記録を併せて提出すること。 

イ 業務記録写真     １部 

業務記録写真は、整備前、整備中及び整備後を撮影して１部 

提出すること。また、施設管理担当者が別途指示する項目につ 

いては、点検整備状況を撮影し、業務記録写真に含めること。 

ウ 業務完了届    １部 

提出する書類等の様式は、事前に施設管理担当者と協議の上、

承諾を受けること。 

２ 適用法令 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、電気事業法、労働安全衛生法な

どの関係法令に基づいて業務を行うこと。 
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３ 業務条件 

業務の実施時間帯は、原則として下記のとおりとする。 

休日（土・日曜日及び祝祭日)に業務を行う場合及び下記時間 

   帯を超過する場合は、施設管理担当者と協議すること。 

・業務時間：８時３０分～１７時００分 

１号炉及び２号炉の分析計の点検整備作業は、次の焼却炉の予定 

停止期間に実施すること。 

焼却炉の予定停止期間 

ア １号炉 令和４年 11 月 11 日～令和５年 1 月 11 日 

イ ２号炉 令和５年 1 月 24 日～令和５年３月７日 

施設内への入退出場所・方法・時間については、施設管理担当者 

   と調整し、承諾を受けること。 

  ４ 業務責任者 

   (1) 業務の実施に先立ち業務責任者を選任し、次の事項について書 

面をもって提出する。 

業務責任者に変更があった場合も同様とする。 

ア 氏名 

イ 生年月日 

ウ 経歴書 

エ 受託者との雇用関係を証明する書類等 

    (2) 業務責任者は常駐とし、業務担当者に作業内容及び施設管理担 

当者の指示事項等を伝え、その周知徹底を図ること。なお、常駐

とは、実際に整備作業(資材・機材の搬入、仮設作業等を含む)

が行われている期間を示し、以下の期間を除く。 

・契約から現場施工に着手するまでの期間 

・炉の切替期間など、整備作業が全面的に一時中止している期間 

(3) 本業務期間中に別契約の業務委託又は工事と重複する場合、他 

の業務責任者又は現場代理人と工程調整を図ること。 

５ 駐車スペースの利用 

  業務履行に伴う車両の駐車に必要とする用地は施設管理担当者と調

整し、承諾を受けること。 
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６ 安全衛生管理 

 業務責任者は、業務担当者の労働安全衛生に関する安全教育に努め、

関係法令に従い作業環境を良好な状態に保つことに留意し、特に換気、

騒音防止、照明の確保等に心掛けること。 

７ 火気の取扱 

火気を使用する場合は、あらかじめ施設管理担当者の承諾を得るもの

とし、その取扱いに際しては十分注意すること。   

  ８ 喫煙の禁止 

    工場敷地内（車両内を含む）における喫煙は禁止とする。 

９ 復旧 

他の設備及び既存物件の損傷、汚染防止に努め万一損傷又は汚染が生

じた場合は、速やかに施設管理担当者へ報告するとともに、受託者の責

任において原状復旧すること。 

10 施設管理担当者の立会い 

   作業に際して施設管理担当者の立会いを求める場合は、事前に施設管 

理担当者と調整すること。 

Ⅲ 特記事項 

  １ ダイオキシン類ばく露対策 

    管理区域内の作業にあたっては、「廃棄物焼却施設内作業におけるダ

イオキシン類ばく露防止対策要綱」（平成 26 年 1 月 10 日付、基発 0110

第 1 号）に基づき作業を実施することとし、保護具は以下の管理区域別

に、施設管理担当者の承諾を得て措置すること。 

    （管理区域）      

場所名 管理区域 保護具レベル 備 考 

炉室内 レベル 1 1  

２ 廃棄物の処理 

  業務の実施に伴う発生材の処理方法は以下のとおりとする。 

発生材・廃棄物名 処理方法 

ア 焼却可能なもの 指定場所へ搬出 

イ 廃金属 廃金属置き場に集積

３ 緊急処置 
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  本仕様書に明記していない不足の事態が発生した場合は、速やかに施 

設管理担当者に報告の上、処置方法を協議し対処すること。 

４ 支給資材 

 整備内容書に示すとおり。 

 また、支給材料の数量、外観、機能検査を行い、疑義がある場合はただ

ちに施設管理担当者へ連絡すること。 

５ 完了確認 

  受託者は、整備終了後以下の（１）（２）の検査、並びに（３）の合

格条件を満たしていることの確認を受けること。 

(１) 個別機器の整備報告書等に基づく検査 

(２) 試運転 

(３) 合格条件 

ア 前項の検査において不具合、不良箇所が発見されない場合 

イ 前項の検査において不具合が発見された場合、直ちに原因の調査、 

報告を行い、補修方法等について協議するものとし、以下のどちら 

かを満たす場合 

(ア) その原因が受託者の責に帰するものである場合は、受託

者の責任により復旧し、再度、同様の検査方法により不具

合が発見されない場合 

    （イ） その原因が受託者の責に帰するものでない場合 

６ 環境負荷の低減 

（１）本業務の履行においては、委託者である札幌市の環境マネジメ 

ントシステムに準じ、環境負荷の低減に努めること。 

（２）施設内清掃作業にあたっては、環境に配慮した資機材及び装備 

等を使用し、極力節約に努めること。 

（３）自動車等を使用する場合は、できるだけ環境負荷の少ない車両を 

使用し、アイドリングストップの実施など環境に配慮した運転を心

がけること。 

（４）本業務の履行において使用する物品・材料等は極力環境に配慮 

したものを使用すること。 

（５）業務に伴い排出される廃棄物は極力、減量、リサイクルすること。 
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７ その他 

（１）本仕様書に明記のない事項については、施設管理担当者と協議し 

て決定する。 

（２）疑義の発生についても前号と同様とする。 

（３）新型コロナウィルス感染拡大の防止策を講ずること。 


